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そ
れ
が
丁
度
南
中
北
中
す
る
時
刻
に
時
計
1
一
そ
れ
は
恒
星
時
計
S
い

ふ
が
一
を
合
は
す
の
で
あ
る
。

そ
の
星
ざ
時
計
の
間
に
矛
盾
の
な
い
様
に
漸
次
に
修
正
を
加
へ
た
も
の

が
立
派
な
星
表
ε
上
等
の
時
計
で
あ
る
。
（
一
九
二
三
、
四
、
二
）

失
は
也
旋
ゐ
ホ
遊
星
鵠
ト
ラ
再
装
見
さ
る

、
千
八
百
七
十
三
年
六
月
十
三
日
米
の
ワ
ッ
ト
ソ
ン
氏
に
依
て
池
見
さ

れ
た
第
百
三
十
二
こ
口
ト
ラ
簿
臣
冨
は
し
ば
ら
く
観
測
せ
ら
れ
た
る
後

全
く
行
方
不
明
『
こ
な
つ
爵
か
ア
ル
ジ
エ
ル
に
重
て
昨
・
年
十
二
月
十
二
日

十
等
孚
の
小
遊
星
が
嚢
見
さ
れ
叉
一
週
後
シ
メ
イ
ス
に
於
て
も
礎
見
せ

ら
れ
た
る
か
軌
道
計
算
の
結
果
多
分
エ
ト
う
な
る
べ
し
ε
い
ふ
。
此
の

小
遊
星
は
○
、
三
三
一
な
る
大
な
る
離
心
牽
を
有
し
、
且
つ
周
期
約
木

星
の
三
分
の
一
に
し
て
擁
動
の
爲
に
極
め
て
軌
道
は
不
安
定
な
る
は
す

で
あ
っ
た
。
千
八
百
七
十
三
年
に
見
出
さ
れ
た
周
期
の
値
は
三
・
九
三

年
で
あ
っ
た
。
覗
在
の
観
測
よ
り
す
る
ε
＋
二
、
＋
ヨ
，
＋
四
回
に
封

ず
る
週
期
は
各
四
・
二
、
三
・
八
九
、
三
。
六
年
で
あ
る
。

R
M
誌
よ
り

（
二
四
）

小
望
遠
鏡
に
つ
い
て
日

京
都
天
交
信
中

村

要

位
置
の
測
定

　
面
倒
な
計
算
は
誰
で
も
出
來
る
わ
け
で
は
無
い
か
ら
簡
輩
に
算
術
的

な
計
算
の
範
園
内
だ
け
の
も
の
を
記
す
る
事
に
す
る
。
赤
道
儀
の
度
盛

環
で
や
る
事
は
不
正
確
で
損
な
事
で
あ
る
。
大
悲
の
位
置
を
知
る
に
は

そ
れ
で
よ
り
か
其
れ
よ
り
も
視
界
の
細
か
な
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
後
に
ボ

ン
星
表
か
ら
其
の
位
置
を
出
し
た
方
が
樂
な
事
で
あ
る
。
赤
経
で
＋
秒

赤
緯
で
一
分
ま
で
は
容
易
で
あ
る
。
此
れ
は
経
緯
儀
式
の
望
遠
鏡
で
い

く
ら
で
も
出
來
る
。
も
つ
一
こ
正
確
な
方
法
は
丸
い
覗
野
ご
時
計
を
利
用

す
る
の
で
あ
る
。
時
計
は
懐
中
時
計
で
充
分
で
あ
る
。
此
に
は
必
ず
一

つ
又
は
以
上
の
位
置
の
知
れ
て
居
る
星
（
九
等
星
ま
で
全
部
知
れ
て
居

る
。
）
を
比
較
星
に
知
る
必
要
が
あ
る
。
視
野
の
ス
ヶ
ツ
チ
を
す
ま
せ
て

か
ら
同
じ
赤
緯
を
有
す
る
様
な
星
を
選
ん
で
爾
星
を
視
野
を
横
ぎ
る
様

に
出
嚢
さ
せ
る
の
で
覗
野
に
現
れ
た
時
ε
浸
す
る
時
を
面
諭
は
秒
の
十

分
の
一
ま
で
観
測
す
る
の
で
あ
る
っ
同
一
星
の
出
没
の
時
の
李
均
を
取

妙
爾
星
の
差
を
知
る
ミ
其
れ
で
正
し
い
赤
経
か
秒
ま
で
差
が
知
れ
る
。

赤
緯
の
差
は
比
較
星
か
ら
目
測
し
て
お
く
。
正
し
く
は
税
界
に
見
え
て

居
た
時
間
の
差
で
少
し
面
倒
な
三
角
式
を
解
く
言
赤
緯
の
差
も
よ
く
分
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か
る
。
も
つ
一
こ
便
利
な
方
法
は
視
野
に
鳳
本
の
子
午
線
を
作
っ
て
其
れ

に
垂
盧
な
間
隔
の
等
し
い
卒
行
線
を
作
り
強
電
が
子
午
線
（
く
も
糸
又

は
硝
子
に
引
い
た
線
）
を
通
過
し
た
時
間
ご
百
行
線
の
通
っ
た
所
－
こ
を

知
り
李
行
線
の
間
隔
を
角
度
で
表
し
た
も
の
を
知
る
ε
赤
纒
、
赤
緯
の

差
が
知
れ
る
。
か
の
ボ
ン
星
表
の
星
の
位
置
は
此
の
方
法
で
僅
か
三
吋

で
北
極
よ
り
赤
緯
南
↓
度
ま
で
の
藪
＋
萬
の
星
の
位
置
の
測
定
で
決
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
李
行
線
の
間
隔
は
正
し
く
角
度
の
三
分
ミ
か
五
分

ε
か
に
し
て
お
け
ば
其
の
煮
ま
で
目
測
す
れ
ば
正
確
に
知
れ
る
も
の

で
あ
る
。
爲
眞
を
利
用
し
て
望
遠
鏡
の
レ
ン
ズ
の
焦
鮎
か
ら
計
算
し
て

作
る
霊
便
利
で
あ
る
。

墜
　
光
　
星

　
三
吋
で
は
十
踊
・
○
等
位
迄
は
安
全
に
観
測
出
來
る
か
ら
藪
ε
し
て

は
随
分
あ
る
。
観
測
方
法
は
す
で
に
天
界
で
述
べ
た
か
ら
言
は
な
い
が

三
吋
四
吋
が
最
も
手
頃
の
器
械
で
器
械
を
早
く
働
か
せ
て
澤
山
の
観
測

が
出
綴
る
。
大
き
な
倍
率
は
使
は
な
い
方
が
時
間
の
経
濟
で
あ
る
Q
三

吋
に
四
十
倍
が
適
度
で
あ
る
。
淡
い
星
に
は
八
十
倍
を
使
ふ
。

二
　
重
　
星

　
二
重
星
で
は
観
測
す
る
に
は
鯨
り
に
口
径
が
小
さ
い
が
三
態
で
も
直

に
見
つ
け
得
る
重
星
は
南
緯
二
十
一
度
ま
で
約
九
百
あ
る
。
全
天
で
は

随
分
澤
山
で
あ
ら
う
。
二
重
星
は
望
遠
鏡
で
無
く
て
は
其
の
美
し
さ
は

分
か
ら
な
い
。
二
重
星
は
全
く
色
彩
の
世
界
で
あ
っ
て
其
の
純
な
麗
し

さ
は
望
遠
鏡
所
有
者
の
重
り
味
ひ
得
る
所
で
は
な
か
ら
う
か
。
倍
率
に

關
し
て
は
三
吋
百
倍
で
満
足
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。
最
も
困
難
な
密
接

し
た
封
に
は
最
高
三
百
倍
ま
で
使
用
す
る
。
三
月
號
参
照

星
　
　
　
團

　
三
吋
で
も
澤
山
見
る
べ
き
者
が
あ
る
。
星
團
の
美
は
眼
親
的
に
の
み

眞
に
麗
し
い
の
で
あ
る
。

　
散
開
し
た
者
に
は
三
春
で
四
十
倍
、
密
集
し
た
も
の
で
は
八
十
倍
が

良
い
。
其
れ
以
上
は
美
を
こ
は
す
。

星
　
　
　
雲

　
多
く
失
望
的
な
も
の
で
あ
る
。
三
吋
で
見
．
得
る
藪
は
恐
ら
く
受
継
ミ

合
し
て
千
箇
に
の
ぼ
る
で
あ
ら
う
。
飴
り
に
低
倍
率
は
覗
野
の
明
る
い

爲
に
よ
く
な
い
。
三
吋
四
十
倍
が
よ
い
。
オ
リ
オ
ン
星
雲
等
の
如
き
も

の
は
高
倍
牽
の
方
が
麗
し
い
。
物
に
よ
る
が
小
さ
な
薄
い
も
の
で
は
四

十
倍
よ
り
八
十
倍
の
方
が
よ
い
。

　
以
上
簡
軍
で
は
あ
っ
た
が
良
い
望
湛
鏡
を
適
當
に
利
用
す
れ
ば
観
測

し
得
る
も
の
が
甚
だ
多
い
事
が
分
か
る
。
天
文
用
に
は
大
望
遠
鏡
が
必

要
で
あ
る
が
、
し
か
し
口
径
に
相
當
し
た
各
自
の
能
牽
を
墾
け
る
爲
に

小
望
遠
鏡
の
活
動
す
べ
き
範
團
は
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
。
機
械
其
の
も

の
よ
り
も
よ
り
重
要
な
も
の
は
人
で
あ
る
。
観
測
の
努
力
其
の
も
の
・

方
が
最
高
音
響
を
墨
け
る
爲
に
重
要
で
あ
る
。
幸
ひ
我
日
本
は
欧
米
ε

九
時
間
離
れ
た
所
に
あ
り
い
か
に
少
さ
な
器
械
で
も
観
測
者
の
努
カ
一

（
二
五
）
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つ
に
よ
つ
で
．
驚
く
べ
き
成
績
を
羅
け
得
る
は
す
で
あ
る
。

　
三
吋
で
最
も
有
用
な
観
測
は
太
陽
ぐ
」
攣
光
星
で
あ
る
。

　
望
遽
鏡
を
買
は
れ
る
方
の
御
参
考
に
ミ
思
っ
て
三
物
レ
ン
ズ
の
型
及

び
各
會
肚
の
製
品
に
就
て
自
分
の
見
た
所
を
記
す
る
事
に
す
る
。

現
在
で
は
天
艦
用
の
も
の
は
通
常
フ
リ
ン
ト
及
び
ク
ラ
ウ
ン
合
成
の
も

の
で
種
々
の
曲
度
及
び
組
合
は
せ
が
あ
る
。

　
圖
の
…
は
最
も
普
通
な
型
の
者
で
前
が
ク
ラ
ウ
ン
で
後
が
フ
リ
ン
ト

で
あ
っ
て
前
の
三
つ
の
曲
度
は
殆
ん
，
ご
等
し
く
最
後
の
面
は
弱
い
曲
度

を
有
し
て
居
る
。
天
爵
用
で
も
地
上
用
で
も
此
の
型
の
も
の
が
多
い
。

球
面
牧
差
が
少
い
特
錨
を
有
し
て
居
る
が
視
界
が
軸
を
離
れ
る
ミ
曲
む

オ
ツ
ト
エ
～
等
は
聖
母
型
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ク
製
の
も
の
で
は
前
の
ク

ラ
ウ
ン
ざ
後
の
フ
リ
ン
ト
マ
」
の
間
が
開
い
て
居
る
。

　
二
は
第
一
よ
り
二
、
三
の
方
が
大
き
い
型
で
覗
界
が
一
三
の
も
の
よ

り
も
李
で
あ
る
が
球
面
牧
差
が
出
る
。
ワ
ツ
ト
ソ
ン
、
ユ
ン
レ
デ
ー
の

三
型
の
も
の
や
ハ
ィ
デ
等
も
此
の
型
で
あ
る
。
又
色
牧
差
を
新
光
學
硝

子
を
使
っ
て
牧
差
を
減
じ
た
全
色
潰
の
も
の
で
は
や
は
の
此
の
型
で
あ

る
。
二
枚
硝
子
の
全
色
滑
の
も
の
で
は
色
は
減
じ
て
も
球
面
牧
差
が
多

く
な
る
の
で
遽
っ
て
精
密
な
観
測
に
は
干
渉
像
か
ら
見
て
不
快
で
あ
り

叉
色
消
し
の
も
の
，
し
何
等
差
が
無
い
、
た
“
単
色
を
観
測
す
る
揚
合
に

は
全
色
道
し
の
方
が
良
い
書
ロ
ー
エ
は
報
じ
て
居
る
。

　
三
型
の
者
は
フ
リ
ン
ト
が
ク
ラ
ウ
ン
の
前
に
あ
る
の
で
ス
タ
イ
ン
ハ

（
ご
六
）

イ
ル
及
び
ブ
レ
シ
ア
ー
製
の
も
の
は
此
の
型
で
あ
る
が
色
及
び
球
面
牧

差
は
前
の
も
の
ミ
差
が
無
い
。

　
四
型
の
者
は
三
枚
レ
ン
ズ
の
穿
。
サ
〈
ぎ
巴
「
こ
呼
ば
れ
英
の
ク
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
ツ
ァ
イ
ス
B
は
此
の
型
で
あ
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ザ

る
。
色
牧
差
は
減
じ
又
視
界
も
李

坦
で
あ
る
が
高
儂
で
あ
る
主
な
も

の
は
以
上
の
四
つ
で
あ
る
か
天
文

用
マ
』
し
て
一
型
の
も
の
で
良
く
出

來
て
由
み
も
の
で
め
れ
ば
充
分
で

あ
る
、
此
れ
は
ク
ラ
ー
ク
製
の
も

の
が
充
分
に
謹
明
す
る
。
天
文
用

ミ
し
て
は
レ
ン
ズ
の
軸
か
ら
精
密

な
高
倍
率
の
観
測
に
は
＋
分
位
の

所
し
か
使
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
う
軍
坦
で
無
く
で
も
中
心

に
さ
え
明
瞭
な
完
全
な
像
が
出
來

れ
ば
良
い
。

　
焦
鮎
距
離
は
口
径
の
十
五
倍
が
普
通
で
あ
る
。
最
も
作
り
易
い
爲
で

あ
る
そ
う
で
あ
る
。
大
抵
十
三
1
一
十
七
倍
以
内
に
限
ら
れ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
黛
く
）


